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概要：新学習指導要領において必修化される小学校プログラミング教育では，いわゆるプログラミン

グ的思考の育成がねらいの一つとなっている。しかし，その思考が働く過程における「意図した一連の

活動」（以下，意図した活動）の段階を，児童自身が設定する方略についての具体例は全国的に報告が

少ない。そこで，中学校技術・家庭科技術分野での問題解決における学習過程を参考に，児童が意図し 
た活動を構想する授業において，補助の役割を果たすワークシートの開発を行った。そして，授業実践

の結果からその要素と今後の課題を考察した。 
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１ はじめに 

	 プログラミング教育における「プログラミン

グ的思考」は，「自分が意図する一連の活動を実

現するために，どのような動きの組合せが必要

であり，一つ一つの動きに対応した記号を，ど

のように組み合わせたらいいのか，記号の組合

せをどのように改善していけば，より意図した

活動に近づくのか，といったことを論理的に考

えていく力」と説明１）されている。このうち「自

分が意図する一連の活動（以下，意図した活動）」

は，問題を見いだして設定する問題解決的な学

習の流れに沿ったものであることが示されてい

る。２）しかし小学校段階では，この過程におけ

る指導の方略が不明瞭である。そこで，この方

略を明らかにし，その指導において教員と児童

を補助するワークシートの開発を行った。 

 

２ 研究の手続き 

（１）方略の示し方の検討 

	 手引では，コンピュータを用いた問題の発見・

解決のための知識及び技能等については，中学

校や高等学校の各教科等で学習する２）としてお

り，中学校技術・家庭科技術分野（以下技術科）

では，情報の技術を用いた問題解決の過程が詳

細に説明されている。３）そこで，学習指導要領

解説や技術科の先行研究から，次の３点をワー

クシートに示す方略の拠り所とした。 

①問題解決の手順 

技術科で示された表１の学習過程の通りに問

題解決の手順を設定することとした。 
 

表１	 技術科で示された問題解決の過程 
手順 学習過程 
１ 生活や社会の中から問題を見いだす 
２ 技術的な課題の設定する 
３ 解決策を構想する 
４ 解決策を試作等を通して具体化する 
５ 解決活動を行う 
６ 評価，修正する 

	
②発達の段階の考慮した学習課題の設定 

	 技術による問題解決的な学習では，発達の段

階に応じた学習課題の難易度を設定することが

先行研究４）で示されている。そこで，手順１や

２の段階は教員が示し，手順３の段階から児童

に取り組ませるよう配慮することとした。 

③解決策の具体化の補助 

手順４の解決策の具体化では，学習における

具体の思考活動を示すため，技術の活用の段階

３）を拠り所にした。活用の段階は「選択」「管理・

運用」「改良」「応用」の順で難易度が上がるた

め，発達の段階を考慮し「選択」を採用した。 

（２）ワークシートの開発 

以上の拠り所をもとに，図１のような問題解

決の方略を示したワークシートを開発した。 



 
図１ 開発したワークシート例 

 
ワークシートでは，手順１から４までの段階

を順に示した。児童が個々に取り組む手順３か

らは，具体の方略を紙面に示した。例えば，解

決策を構想する欄では，「〜のために，〜する」

といった構想したものの目的と機能を作文法で

示せるようにした。また，解決策を具体化する

欄では，授業で使用するツールのセンサとアク

チュエータを並列して示し，チェックボックス

を用いて「選択」できるようにした。そして，

それらの記載例を記入欄の横に示した。 

 

３ 検証と考察 

	 開発したワークシートを使用した検証授業を

２校で行った。（表２）いずれの授業でも，複数

のセンサをもとにアクチュエータを動作させる

プログラムを制作するツールを用いた。 

表２	 検証授業の内容（n=63） 
学校 学年/人数/教科 内容 

A 5/34人 
/社会 

国内の食糧生産を増やすために機

械化で解決できることを考えよう。 

B 5/29人 
/総合 

だれかのために役立つものを
考えよう 

 その結果，手順３の段階で１つも構想できな

かった児童は 0人（0%）であった。また，構想

の種類は 45（A校 35種類，B校 10種類）であ

った。構想を具体化する段階では，センサとア

クチュエータの両方の選択ができなかった児童

は 11人（17%）であったが，用意したツールで

は実現が不可能な構想を行った児童がそのうち

5 人であった。これらのことから，本ワークシ

ートが，意図した活動の設定の補助に有効であ

ったと考えた。 

 

５ 結論と今後の課題 

	 小学校段階のプログラミング教育において，

技術科の学習過程や活用の段階等を参考に問題

解決の方略を示したワークシートを活用するこ

とは，意図した活動の設定の補助に有効である。

今後は，情報処理の手順を具体化し図示する等

の補助について検証と考察を進めて行きたい。 
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